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概要

本論文は，コンピュータソフトウェアのソースコードやバイナリーコードを世界規模で共有し，開発すると

いうスタイルを取るオープンソースソフトウェアの一つである Office Suite の OpenOffice.org をターゲッ

トとしている．

現在の OpenOffice.org は，コマンドを入力してコンピュータに指示する Character User Interface(以

下，CUI)，で開発がなされている．本論文では，統合開発環境 (Integrate Development Environment,

以下 IDE) として，オープンソースソフトウェアの IDE である Eclipse を使用する.Eclipse を使用して

OpenOffice.org の実行形式の生成方法について論述する．

次に，OpenOffice.org の ワードプロセッサ Writer に含まれる，最小限の機能セットを検討する． 検討

した最小限の機能セットを ooEditor として定義して，後から必要な機能を付け加えるモジュールとしてプラ

グイン機能について論述ずる．

ooEditor に機能を組込む際に，各プラグインの持っている機能を調整する仕組としてプラグイン間に依存

関係を記述する．
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1 はじめに
インターネットの登場により大きく発展したソ

フトウェアにオープソースソフトウェアがある．
オープンソースソフトウェアは，インターネットの
上に開花したコンピュータ文化である．ソフトウェ
アのソースコードおよびバイナリーの公開により，
インターネットの上に知のプールができており，個
人，地域，国家などのあらゆるレベルでの利用が進
んでいる．オープンソースソフトウェアでは，多く
の人が，それぞれの能力に応じて参加してソフト
ウェアを作成する所に意義がある． 文献 [1] では，
バザールと呼んでいる形式が示されている．
オープンソースソフトウェアは，欲しい人が欲し

い機能を作り込んて行くのが基本である．今後オー
プンソースソフトウェアが活用されるにしたがって
オープンソースソフトウェアに求められるものも量
が増え，質が高くなる．量と質に求められるものが
多くなると解決する人間も多様な技能を持った開発
者が多数必要となる．
例を挙げると，オープンソースソフトウェアが

Enterprise 系でのニーズに応えるには，企業の要
求や企業の文化の知識・経験がある開発者が必要で
ある．また，別の例では海外で開発されているオー
プンソースソフトウェアを国際化の枠組を使い日本
語で利用可能とするためには，ソフトウェアの国際
化，多言語化に関する知識・経験がある開発者が必
要である．
オープンソースソフトウェアは，特定のソフト

ウェア分野を対象とするものではない．ソフトウェ
アの分野として確立している分野でオープンソース
ソフトウェアが求められているのに開発者が少ない
のであれば，自らその分野に向う開発者が現われる
事が期待される．
本論文では，デスクトップ用途の利用で圧倒的な

シェアを誇っている Microsoft Office との互換性を
持ったオープンソースソフトウェアの Office Suite
として，OpenOffice.org をターゲットとして議論
を行う．OpenOffice.org の開発手法に新たな手法
を提案することで，OpenOffice.org の開発に多様
な開発者の参加を促すことが可能になると考えて
いる．
具体的にはオープンソースソフトウェアである

OpenOffice.org の開発手法および OpenOffice.org
の基本的な機能をプラグイン形式で拡張するという
ooEditor の提案を行う．
まず，第 2章で，オープンソースについて述べる．

次に第 3章は，オープンソースの Office Suite であ
る OpenOffice.org について概論を述べる．第 4章
は，OpenOffice.org の現在の開発手法について述
べる．第 5章は，オープンソースソフトウェアの
IDE である Eclipse について述べる．第 6章では．
OpenOffice.org の開発を行うにあたり，既存のコ
マンドラインの開発環境と，オープンソースの統合
開発環境 (以下 IDE*1) として，脚光を浴びている．
Eclipse を比較する．その後，OpenOffice.org の開
発に Eclipse を利用した開発手法を適用する提案を
行う．具体的には Eclipse から，OpenOffice.orgを
ビルドする方法について述べる．第 7章では，軽量
な ooEditor 作成の意義を述べ，OpenOffice.org の

*1 Integrate Development Environment

Writer の部分について最小限の機能セットを検討
する．次に ooEditor として機能の選択を行なう．
その後，個々人の都合によって必要な機能を追加す
る手段としてプラグイン機能について提案する．最
後に ooEditor のプロトタイブについて述べる．第
8章は，本論文のまとめになる．

2 Open Soruce とは

2.1 Open Source 概論
オープンソースソフトウェアとは，単に無料のソ
フトウェアであったり，プログラムの設計図である
ソースコードを閲覧できるだけのソフトウェアでは
ない．
オープンソースは，2つの方向がある．2.2節の定
義に沿ったソフトウェアを開発し，利用する実利的
な領域を指向する方向と，R. M. Stallman 氏が提
唱している，「自由なソフトウェア*2」運動という
思想を背景に持つ方向である．
ソフトウェアが商業化されるに従い，プログラマ
の知のプールであるソースコードを外部の人間と共
有することができなくなった．ソースコードがあれ
ば，コンピュータの特性上 100% 同じプログラム
を再現できる．しかし，コンピュータのプログラム
を販売する — 会社によっては，プログラムの販売
ではなく，プログラムを実行する権利を利用者へ許
諾する．つまりプログラムを利用する権利だけ販売
し，自社が開発したプログラムは企業秘密であると
いう立場である．— 会社にとっては，自社の商品
の価値を下げるという考えがある．ソフトウェアを
販売する会社は，ソフトウェア利用者に対してソフ
トウェアを利用者毎に購入してもらうためにソフト
ウェアを他人と共有と利用できないように様々な工
夫がなされている．
しかしながら，ソースコードやバイナリープログ
ラムはデジタル情報である．これらのデジタル情報
は複製のコストが低い．またインターネットにより
デジタル情報の流通が容易になり，ソフトウェア作
成を共に行なうインフラは整った．そのインフラの
上で，多数によるソフトウェアの開発サイクルを高
めたものが，文献 [1]にもあるオープンソースの本
質である．
もともとは，フリーソフトウェアの共同作業を促
進するために，R. M. Stallman氏が copyleft[5, pp.
143–146] の概念を考えた．copyleft は，プログラ
ムを著作権法の元に置いて，プログラムのコードを
利用，変更，再頒布する自由を確保する．というも
のである．この copyleft の概念は，オープンソース
に多大な影響を与えている．R. M. Stallman 氏が
この copyleft の概念をひとつの形にしたのが GNU
GPL[13] である．
オープンソースという言葉は， 1998 年 2 月

3 日に Eric Leymond や VA Linux 社 (現 VA
SOFTWARE[9]) の Larry M. Augustin らがフ
リーソフトウェアという言葉が 無料という意味
の Free という単語を含んでいるためにビジネスに
とって不利に働いている問題を認識していた．オー
プンソースという言葉は，この問題を解決するため
に，多くの人に受けいれやすい形のメッセージとし
て作られた造語 [6, pp. 202]である. オープンソー
スという言葉ができた経緯については，関係者自身

*2 Free Software
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がインタビューに応じているDVD[8]の中で語って
いる．
オープンソースソフトウェアのプロジェクトに必

要なことは，文献 [7, p187] にもあるように，プロ
ジェクトが存続し，またプロジェクトを発展させる
ための献身的なユーザコミュニティを持つことで
ある．

2.2 Open Sourceの定義
オープンソースの定義については，英語による原

文 [11] の定義がある．八田真行氏により日本語の
参考訳 [12]を参考にして下記に引用する．

(1) 自由な再頒布 (が可能であること)， (2) (プ
ログラマが変更可能な) ソースコード (の入手
方法の担保)， (3) 派生ソフトウェア (の存在
の容認，copyleft)，(4) 作者のソースコードの
完全性 (integrity)， (5) 個人やグループに対
する差別の禁止， (6) 利用する分野 (fields of
endeavor)に対する差別の禁止， (7) ライセン
スの分配 (distribution)*3， (8) 特定製品での
み有効なライセンスの禁止， (9) 他のソフト
ウェアを制限するライセンスの禁止， (10) ラ
イセンスは技術中立的でなければならない
上記の定義は， Bruce Perens 氏が「 Debian

フリーソフトウェアガイドライン」という文書を
Debian コミュニティの人達と一緒につくりあげた
後に，Debian 固有の話題を文書から削除して，こ
の「オープンソースの定義」を作った．

3 OpenOffice.org の概要

3.1 OpenOffice.org とは
OpenOffice.orgとは，オープンソースソフトウェ

アとして提供される Office Suiteである．OpenOf-
fice.org は，現在の Office Suite で支配的な地位を
占めている Microsoft 社の Office Suite (以下，MS
Office) とのファイル互換性を持っている．
オープンソースソフトウェアであることから，

ソースコードを閲覧，改変*4， 配布できる. また，
バイナリも配布できる．

OpenOffice.org は，入手するコストが低く，ソフ
トウェア内部も確認可能であり，MS Office と互換
性もあり，ユーザーへの高い柔軟性を持っている．
列挙している，これらの優位点から 現在のデファ
クトスタンダードである MS Office を置き換える
本命可能性を持つソフトウェアであり， オープン
ソースソフトウェアで構成された PC デスクトッ
プ利用を推進する上で大きな力になると期待されて
いるプロジェクトである.

OpenOffice.org ユーザ会のユーザーズガイド
[24]によると， OpenOffice.org の Office Suite と
しての特徴は， 下記の 3つである.

1. 無料で使える Office Suite である
2. MS Office との互換性を持っている
3. さまざまな環境に対応している

*3 プログラムに付与された権利がそのプログラムが再頒布
された者全てに等しく付与されることの担保

*4 開発元に改変を提案をして受諾してもらうには，Sun

Microsystems 社との間に JCA[27]という契約が必要に
なる．

1については， 語弊があるがオープンソースソフト
ウェアの一側面の部分に光をあてている.
以下では，3.1.1節にて，OpenOffice.orgの動作プ
ラットホームについて述べる．次に 3.1.2 項にて，
オープンソースソフトウェアの OpenOffice.org と
Sun Microsystemsのソフトウェア製品である Star
Suiteの関係について明らかにする．最後に 3.1.3節
にて， OpenOffice.org の Office Suite としての機
能を述べる．

3.1.1 OpenOffice.org の動作プラットホーム
OpenOffice.org の動作プラットホームは，

OpenOffice.org オフィシャルユーザーズガイド
[24]および，Web Page[26]によると，
• Microsoft Windows
• Linux
• FreeBSD
• Mac OS X*5

• Solaris
• Linux PPC
で動いている， と記述がある. 他には， IRIX や
VMS などで動作するように開発中である．

3.1.2 OpenOffice.org と Star Suite
OpenOffice.org は， Star Office から派生した
オープンソースソフトウェアである. 文献 [24] の
2 章に記述があるが，初期の Star Office を開発し
たのは， ドイツの Star Division 社である. Sun
Microsytems 社は， 1999年 8月 Star Division 社
を買収して Star Office に関する権利を取得した.
日本およびアジア地域では，Star Office という名
前は，別の会社が商標が持っているために，名称を
Star Suite に変更した．

Sun Microsystems 社は，この Star Suite を自社
製品版としてリリースして販売している．OpenOf-
fice.org コミニュニティがオープンソース版をリ
リースしている．両者は，おたがいのソースコード
のうちオープンソースになっている部分を共有して
開発している．

3.1.3 OpenOffice.org の機能
OpenOffice.org は大別すると以下の 6 つのソフ
トウェアから構成される．
• OpenOffice.org Writer (ooWriter)

Microsoft の Word とファイルの互換性を持
つ，ワードプロセッサーである．( 図 1 )

• OpenOffice.org Calc (oocalc)
Microsoft の Excel とファイルの互換性を持
つ，表計算ソフトである．

• OpenOffice.org impress (ooimpresss)
Microsoft の PowerPoint とファイルの互換性
を持つ，プレゼンテーションツールである．

• OpenOffice.org Draw (oodraw)
ドロー用ソフトウェアである．

• OpenOffice.org Math (oomath)
数式エディタである．

• OpenOffice.org HTML Editor (ooweb)
HTML エディタ，オーサリングツールである．

*5 2004/08ではベータレベル
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図 1 OpenOffice.org 1.1 Writer

図 2 OpenOffice 1.1 Impress

各ソフトウェアはテンプレートの機能を持ち，
ooWrite/ooCalc/ooImpress/ooWebは，Adobe 社
の PDF形式で出力できる． また，ooImpress およ
び ooDraw では Macromedia 社の Flash Version
4レベル形式で swf ファイルを出力できる．

3.2 OpenOffice.org における開発

3.2.1 開発体制
OpenOffice.orgの開発方法として，オープンソー

ス的な手法という特徴がある．
現在のところ，OpenOffice.org の開発は， Sun

Microsystems 社がイニシアチブをとっている．
Sun Microsystems 社で，OpenOffice.org の開発
の中心となっているのは Star Division 社の所在地
であったドイツのハンブルグである．
文献 [24] の開発ロードマップを見てもわかるよ

うに， Star Suite と OpenOffice.org は，ソース
コードの大半を共有している． 商用の製品を開発
しながら，オープンソースにしている好例てある．

Sun Microsystems 社は，オープンソースコミュ
ニティと協調して開発を進めるために， Sun In-
dustry Standards Source License[15] (以下略して
SISSL*6)/GNU Lesser General Public License[14]

*6 参考文献 [24] の p.360 によると，SISSL はシズルと読

(以下略して LGPL) のデュアルライセンスを適用
することに決定した．
また，世界中に広がっているコミュニティの開
発者と協同作業するために，分散開発環境として，
バージョン管理システムの CVS を導入した．無
制限に書き込みを許可するのではなく， CVS に
書き込む (コミットする) 際には，Sun Microsys-
tems 社の Joint Copyright Assignment (以下略し
て JCA[27])を許諾，署名している事を条件として
いる． JCA は，個人の資格での許諾，署名が多い
が，法人として許諾，署名している場合もある．
この結果，Sun Microsystems 社によるソース
コードの管理は容易になったが，JCA に署名して
いないプログラマが OpenOffice.org に改良する
コードを書いたとしても反映されずに，各 OS の配
布元 ( Distributor ) に蓄積されている．そのため，
OpenOffice.org へのパッチなどで改変内容が異な
る場合が出てきている．
また， OpenOffice.org 1.1 の頃は， OpenOf-

fice.org 自前のインストーラでインストールをして
いたので，各 Linux Distribution は，独自にパッ
ケージングを行っていた．例えば，
• SuSE Linux[43]
• Mandrake Linux[44]
• Debian GNU/Linux[45]
• FreeBSD[46]
などである，各 Linux Distribution は，個別に導
入や運用に関する知識を集め配布のためのパッケー
ジ化を行なっている．

3.2.2 開発ツール概観
現在の OpenOffice.org を開発するのに利用する
コンバイラーやエディターなどの開発ツールの現
状は，Unix の伝統的なスタイルであるコマンドラ
インからコンピュータに指示するコマンドを入力
するスタイルである．いわゆる，Character User
Inferface(以下，CUI) の “make world” の世界で
ある．
開発に必要とするソースコードのファイル群は，
インターネット上で分散開発が可能な CVS*7を利
用して取得する．

OpenOffice.org は， C/C++ 言語により記述さ
れている． Linux 上でビルドする (実行形式ファ
イルを構成する)場合，開発ツールとしてオープン
ソースのプロダクトである gcc や g++ を利用し
ている． ソースファイル群の中には，Java 言語で
記述されたプログラムも多数存在する． このため
Javaの開発環境も必要である．本論文では Javaの
環境として，Sun Microsystems のソフトウェア開
発キット (Software Development Kit*8 以下 SDK
) を使わずに，blackdown.org[47] から入手できる
SDK を利用した．
執筆時点*9で，OpenOffice.org をビルドするため
に， 下記のような環境要求がある．
• gtk

む．
*7 Concurrent Version System バージョン管理システム
*8 Java の SDK は，Java のコンパイラとコンパイラが
生成するコードを解釈して実行する Java VM(Virtual

Machine) などを含む．
*9 2004/08/07
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– gtk2+ 2.0.x
• gcc

– gcc 3.3
• Java VM

– blackdown.org もしくは Sun 純正 Java
VM
実際に試したのは，上記の Java VMであ
るが， 他の Java VM ( IBM / その他の
実装系)で構築が可能な場合もある．

この他にも， OpenOffice.org は，多様な環境でコ
ンパイルを行うために dmake という makeのバリ
エーションを使っている．
ここで，OpenOffice.orgをコンパイルする環境を

整えるために，まず Debian Package版の OpenOf-
fice.org をビルドするのに必要な環境を整え，その
環境を使って Native 版の OpenOffice.org のビル
ドする環境について話を進める．
著者の開発環境の， Debian GNU/Linux 開発版

にある OpenOffice.org をコンパイルするための依
存関係は， Debian パッケージの Build-Depends
欄を確認するとわかる．(確認方法は， apt-cache
コマンドの showsrc オプションを使用．) Build-
Depends 欄に表示されているパッケージだけがイ
ンストールされるだけでなく，依存関係を満すよう
に他に追加的に必要なライブラリなども自動的にイ
ンストールされる．
上記の条件を揃えて，Debian Package 版の
OpenOffice.org をビルドする．Debian Packge 版
の OpenOffice.org がビルドできれば，OpenOf-
fice.org のWeb サイトより CVS 版のソースコー
ドまたは，tar.gz形式ソースコードを取得する．
ビルドに必要なリソースは，ディスク容量が約

5G byteである，メモリは多い方が良い，また CPU
は速い方が良い， 環境の一例としては，Memory
512M byte,CPU Pentium 1G Hzのスペックの PC
でビルドを開始してから終了するのに 7時間程度で
ある．
開発の時には，デバッグ情報の付加，バクの修正な

どのためにたびたび再コンパイルをおこなうことが
ある．このため， OpenOffice.org から取得した状
態および Debian GNU/Linux の OpenOffice.org
開発版パッケージでは，ccacheというソフトウェア
を利用して，再コンパイルの高速化を行う． ccache
はコンパイラキャッシュで，以前のコンパイル結果
をキャッシュし， 同じコンパイル処理を再実行さ
れるのを検知して， C/C++ コードの再コンパイ
ル速度を向上させる．

4 開発手法に対する問題

4.1 OpenOffice.org の問題
OpenOffice.org にもオープンソース活動を推進

し，多様な開発者の参加を促すにあたって克服する
べき問題を以下に示す．

4.1.1 膨大なソースコード
OpenOffice.org のソース構成，プログラムのモ

ジュール構造およびディレクトリー構造としては，
OpenOffice.org での個別プロジェクト [31] で分化
し，各ディレクトリーに分かれている．
著者らは，OpenOffice.org のプログラムの大き

さを測定するために行数を基準にして測定を行
なった．OpenOffice.org の 1.1.1 版のソースコー

ドを展開して調査した．また，次期 OpenOffice.org
2.0 の β 版 になっている途中のバージョンである
SRC640 m65 版を CVS から取り出してプログラ
ムの行数を調査した．

OpenOffice.org 1.1.1 版のソースコードは，約
600万行であった．(コメントも込み)
次期 OpenOffice.org 2.0 になるブランチである

SRC680 m65 版のソースコードでは，約 1,500 万
行であった．

拡張子 1.1.1での行数 SRC680 m65での行数

cxx 4,511,322 7,714,518

hxx 1,308,130 2,675,342

java 440,730 917,179

py 2,351 1,020,241

c 162,454 1,297,754

h 163,401 1,782,496

小計 6,588,388 15,407,530

表 1 OpenOffice.org 1.1.1 版および

SRC680 M65(開発版 Pre 2.0) の言語別

ソースコード行数

4.1.2 ビルド環境
OpenOffice.org のような大規模なプログラムで
も，個人環境で一連のビルドができるようになった
のは喜ばしいことである． しかし，オープンソー
スプロジェクトとしては，開発者を確保するために
開発に参加しやすい環境を作る必要がある．
開発者が開発に参加しやすい環境を作る必要性
は， OpenOffice.org のコミュニティとしても意識
しており，Webにドキュメントを公開したり， 日
本のコミュニティ [23] が日本語版をビルドするた
めにシェルスクリプト [30]を公開している．
しかし，さらなる開発ドキュメントの提供および

OpenOffice.org 開発へのハードルの高さを下げる
取り組みが行なわれる必要がある． JCAにサイン
をしている OpenOffice.org の変更権を持つ人およ
び企業の数は，文献 [29]によると 404人*10である．
この人数では，世界中での OpenOffice.org のユー
ザから必要とされる機能を実装し提供することは難
しい．

4.1.3 コアの部分が大きい OpenOffice.org
OpenOffice.org は，優れたアプリケーションで
あるが，アプリケーション毎のデータ埋めこみを容
易に実現するためなど，さまざまな理由からコア
の部分が大きすぎる構造になっている．このため
OpenOffice.org を構成する各ソフトウェアから共
通して利用されるライブラリ部分をメモリに読み込
んでからでないと起動しない， 1プロセスで構成さ
れる規模の大きなアプリケーションになっている．

Unix 版の OpenOffice.org では，共有ライブラ
リーを予めロード (preload) しておくことで起動時

*10 2004年 8月調べ
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間を短くする仕組みがある． コア部分が大きいの
で起動時間の向上はする．しかし，大幅な改善はし
ない．

OpenOffice.org を構成する各ソフトウェアから
共通して利用されるライブラリ部分が大きい．共
通部分が大きいのは， OpenOffice.org の内部に
Object Broker の仕組みである UNO[33]機能を実
装されており，UNO が Object Broker のサービス
を提供するのに関連するオブジェクトを要求するた
め，UNO に関連する部分が大きくなるからである
である．

5 IDE と Eclipse

一般的に， 統合開発環境 (IDE)といえば， パー
ソナルコンピュータの分野ならば，Microsoft 社の
Visual Studio[34] や Boland 社 [35]の Turbo Cな
どの Turboシリーズ， Delphi などがある．また，
オープンソースで開発されている IDE としては，
Eclipse, Code Crusader[36]やWide Studio[37]な
どが存在する． 現在の所，オープンソースソフト
ウェアの中でも活動の頻度の高さ，およびプラグイ
ンの数から Eclipse が先んじていると考えている．
本章では，5.1 節にて，IDEの長所と短所につい

て述べ，5.2 節にて，オープンソースの IDEである
Eclipse について述べる．

5.1 IDEの長所と短所
既存の CUI 環境は，歴史的経緯で Unix では計

算機に要求するリソースは少ないほど良いという思
想があり今でも受けつがれている．
しかし，現在では，18 ヶ月で CPU の性能が 2

倍になるという，Moore の法則におおまかに沿う
形で CPU Power が増大，ビット単価 — メモリ容
量およびハードディスク容量 — の拡大が起きてお
り，個人が所有する計算機のリソースが飛躍的に拡
大している．
増える計算機リソースを，どのような用途に利

用するのか．という問いに対して，利用者，とくに
プログラマへの支援を行なうというアプローチが
IDE である．

IDE は，プログラマのプログラミング支援に特化
したプログラムである．IDE はプログラムによっ
て多少の違いはあるが，ソースコードデバッグ，プ
ログラムのビジュアル化によるプログラマの「気
づき」への支援，ブログラム入力支援などの機能を
持っている．

IDE の長所と短所は，表裏一体になっている．計
算機資源を，人間がプログラミングを行う事に対す
るサポートに費しているためであり， 以下のよう
になる．
• 長所

– 開発者の利便性が向上する．
– 開発者の開発に対するハードルが下る．

• 短所
– 計算機資源を要求する．

計算機資源が増大している現在においては，IDE
を利用することは人間がプログラミングを行う事に
対するサポートを実現する上で十分にリーズナブル
であると考える．

5.2 Eclipse とは
Eclipse はオープンソースで提供される統合開発

環境である． 文献 [10]によると，もともと IBM 社
の Visual Age シリーズを置き換える次世代統合開

発環境として， 40名の専属開発者によって開発が
スタートした．オープンソースであるので入手も容
易であり， Java の開発環境としてメジャーな位置
にある．

Eclipse は，プラグインを導入することにより
Java 以外の言語もサポートすることができる．た
とえば，Eclipse 用の C/C++ を使った統合開発環
境である CDT[39] (図 3) やスクリプト言語 Ruby
統合開発環境である rubyeclipse [40] などの多様な
開発環境が存在する．

図 3 Eclipse 2.1.3 CDT 1.2.1 (C/C++開発環境)

それぞれの言語のプラグインによって詳細は異な
るが， Eclipse は優れたプログラミング支援機能を
持っている． コードテンプレート機能を使うと，プ
ログラミングで良く使うフレーズを登録できる．
オブジェクト指向言語であれば，クラスのブラウ
ジングなども可能になっている．オブジェクトの
階層に沿ってメソッド名など補完を行うこともで
きる．

6 Eclipse による OpenOffice.org の開発

本章では， Eclipse を利用して OpenOffice.org
の開発を行うための手法およびノウハウについて
論述する．Eclipse に前述の CDT を導入して，
OpenOffice.org の大部分を占めている C/C++ お
よび Javaについて容易に開発を行う環境を整える．

6.1 Eclipse を使う利点
オープンソースな統合開発環境である Eclipse で

OpenOffice.org の開発を行うと
• Eclipse の持つ，テンプレート機能やメソッド
補完機能などのプログラミング支援機能を利用
することができる．

• ソースコードの Visual 化などが可能になり，
プログラマのプログラミングへの参加の障壁を
下がる．

• Eclipse は，プロジェクトの中に入れ子でプ
ロジェクトを作ることができる．このためモ
ジュールの整理がやりやすくなる

• 既存の OpenOffice.org の開発で利用されてい
る dmake を使った手法よりもプログラミング
の敷居が低くなり，プログラマの参加がしやす
くなる．

ことが期待できる．
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項目 細目 特記

ハードウェア

メ モ リ 512M

byte

CPU 1G Hz

HDD 40G byte

ソフトウェア

OS:Debian

GNU/Linux

開発版を利用

Eclipse 2.1.3

CDT 1.2.1

RubyEclipse(rdt)

0.3.2

表 2 Eclipse から OpenOffice.org をビ

ルドするスペックの例

6.2 Eclipse 開発環境
現在，開発環境として利用しているのは，表 2 の

環境である．
表 2上記の構成では，メモリ不足であり，1G byte

以上のメモリが望ましい．

6.3 Eclipse による OpenOffice.org のビルド方法
本節では，Eclipse を用いて OpenOffice.org のビ

ルドを行う一連の手順について述べる．ここで利用
しているシステムは，Debian GNU/Linux の開発
版である Debian GNU/Linux unstableを利用して
いる．そのシステム上に, blackdown版 JAVAをイ
ンストールして，Eclipseなどをインストールしてい
る．またターゲットとしては，Debian Projectがメ
ンテナンスしているパッケージの OpenOffice.org
ではなく，OpenOffice.org プロジェクト [22] で配
布しているソースコードとする．

Eclipse の C/C++ プラグインである CDT を
インストールする．2 通りの方法が考えられる．
Eclipse のプラグインマネージメント機能を利用す
る．もう一つは，Debian 流のパッケージングシス
テムを利用する方法がある．いずれにしても，CDT
のインストール方法については，CDT[39]にある．
FAQ， チュートリアルや User’s Manual なども充
実している．著者は，Eclipse の CDT を Debian
パッケージを作成して， Debian GNU/Linux シス
テムから管理しやすい形を選択した．

Eclipse より， C/C++ プロジェクトを生成す
る． OpenOffice.org のソースコードをインポート
する． (図 4 および，図 5) このソースコードをイン
ポートすると時間は，約 10分ほどかかる．これは，
OpenOffice.org のソースコードが巨大てあるため，
Eclipse がソースコードを読み取りつつ，プロジェ
クトを生成しているので 作業してる PC の上で主
にメモリのリソースが不足しているからである．苦
労した点は，初期の段階ではメモリ不足になってイ
ンポートができなかったことである．ターゲットマ

図 4 Eclipse における CDT のプロジェクト追加図 1

シン上の Debian GNU/Linux にて，不要なサービ
スやアプリケーションを停止したりなど，Eclipse
のメモリ割り当てに使える量を増加させた．オプ
ションに，Eclipse のオプションとして “-vmargs
-Xmx512M” を指定ずくことで OpenOffice.org の
ソースコードがインポート可能になった．
事前に 3.2.2節にあるように，下記のようなコマ
ンドを用いて，事前に Debian Project の OpenOf-
fice.org パッケージを 再ビルドできる環境を作成し
ておく．

apt-get source openoffice.org
として，ソースコードを取得して debuild コマン
ドでビルドする．ビルドに必要な開発ライブラリー
で不足している開発ライブラリを列挙する機能があ
る．また，apt-get コマンドに build-dep というオ
プションがあり自動で開発ライブラリーなどを導
入することが可能だ．このように Debian Project
版の OpenOffice.org をビルドする環境を整えて，
OpenOffice.org 本家版の作業に移る．
その後，OpenOffice.orgコミュニティが作成した

CUI用の環境設定スクリプトてある jaconfigure.sh
を実行してコンパイル環境を整える．コンパイル
環境を整えた後に， LinuxIntelEnv.Set.sh という
シェルスクリプトが生成されているので，これを雛
型にして，コンパイル用のシェルスクリプトを生成
する．具体的には付録??にある例のようにシェル
スクリプトの最後に dmake を呼出すようにして，
Eclipse からは，シェル スクリプトの呼び出し (図
6) としておき，オプションに，Eclipse のオプショ
ンとして -vmargs -Xmx512M として，この メモ
リ環境でもコンパイルできた．

6.4 問題点
• Eclipse の使用方法の作法に倣う必要がある．
これは Eclipse への慣れの問題でもある．また
Eclipse は操作をカスタマイズ可能であり，こ
の問題を軽減できる．

• PC のリソースを IDE が大量消費する
技術的な問題ではない．PC のリソース，能力
は増大の一歩を辿っているので時間が解決する
問題である．

7 ooEditor の開発
本論文で提案する ooEditor とは， OpenOf-

fice.org の ooWriter をもとに作成し，主にテキ
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図 5 Eclipse における CDT のプロジェクト追加図 2

図 6 Eclipse へ OpenOffice.org のビル

ドスクリプトを登録

ストエディタの機能を持つプログラムである．
このブログラム作成には， いくつかの目的があ

る，(1) 最小の動作セットを作成して， OpenOf-
fice.org の実行時のモジュール分割を提案する．つ
まり必要な時に必要なモジュールをロードすること
でリソースの効率的な利用を提案する． (2)主にテ
キストを扱う人々のために軽量な OpenOffice.org
を提供する．(3) 初等教育用途の OpenOffice.org
のサブセット版を作成することにより，初等情報教
育の場で OpenOffice.org の利用を通して オープン
ソースを学ぶ機会を作る．
本論文では，プロトタイプを示して，OpenOf-

fice.org コミュニティへ提案書を提出する．

7.1 ooEditor 開発の意義
4.1.3 節にて議論したが，OpenOffice.org は，コ

アの部分が大きい構造になっている．
この構造は， ooWriter の中に ooCalc (表計算)

のデータや ooDraw のデータを埋めこんで処理す
るには便利な構造である． OpenOffice.org は，巨
大な単一バイナリのソフトウェアである． より使
いやすいソフトウェアとする一つの方法は， 必要
なコンピュータ資源を少なくすることである．
現在の大きなコアの部分をメモリに読みこまなく

てはならない構造から，小さいコアで利用者が必要
な機能をプラグイン化して動的に必要なプラグイン

を組み込む構造にする方法が有効であると考える．
上記の理由により， 最小の動作セットとして

ooEditor を作成する．ooEditor を使えば，いろい
ろな人々の「最小限」の要求を満すことができる．
最小限の機能では足りない場合は，プラグインを
利用して機能を拡張する．利用シーンにあわせて，
プラグインを抜き差しする方式として提案する．
オープンソースソフトウェアの場合，具体的に動
いている実例を見せると海外の開発者も動きやプロ
グラムから興味を持って開発に参加してもらえる．
このような観点から ooEditor の仕様としてブロト
タイプのプログラムを作成する．
最小の動作セットは，初等教育の場においても有
益だと考える．初等教育の児童が，OpenOffice.org
を利用するときに，最小の動作セットの基本機能で
操作可能であることは，その選択肢の少なさから，
児童の迷う余地を減らす．
また，最小の動作セットは，ooEditor が要求す
る実行環境のスペックを低くても動作することが可
能である．比較的性能が低いパーソナルコンピュー
タであっても動作させることが可能であることは，
ooEditor が利用できる環境が広かることを示して
いる．また，OpenOffice.org と同じスペックなら
ば ooEditor の方がプログラムの動作が軽快に動作
することが予測できる．実行環境のスペックを押え
るということは，国の e-japan 政策 [21] の「（２）
学校教育の情報化等」 の部分で一人一台の環境整
備の部分において利用できるコンピュータの幅を広
げることができる．
また，ooEditor は，プラグイン形式で拡張可能
である．このため，児童の ooEditor への習熟度合
によっては，プラグインを導入して，より高度な利
用を望む児童の要求を満すことも可能である．
初等教育の児童が，ooEditor を利用して，ooEd-

itor , OpenOffice.org や もっと幅広くいうとオー
プンソースソフトウェアに興味を持つことで，将来
の OpenOffice.org 開発者 やオープンソースソフト
ウェア開発者となる可能性がある．

7.2 ooEditorとは
7.1節にて， ooEditoの開発の意義について述べ
た．本節では，ooEditor 自体について述べる．

ooEditorの機能として，3.1.3項にある，OpenOf-
fice.org の ooWriter の機能から最小限度の機能を
抜き出しこれを定める．この最小限度の機能に入ら
なかった機能はプラグインとして，実装される．

OpenOffice.org の ooWriter を機能過剰だと思
う人には， ooEditor を使って利用者の必要に応じ
た．ソフトウェアにカスタマイズが可能である．
以下の 7.3節で， 小学生の利用や最低限のビジネ
ス文書で必要最小限の部分を検討する．
次に 7.4節で，ooEditor の仕組について概略の説
明を行い．それを受けて 7.5 節の提案を行なう．

7.3 最小の機能とは
著者は，教育系の情報化を研究している院生、ビ
ジネス系の ITリテラシーを研究している院生およ
び指導教官との間で議論*11をおこなった．この議
論の中から，教育現場やビジネス文書の最小限必要
とされる機能を検討した．ooEditor をワードプロ
セッサー風の機能をから Editor 風の機能に絞り込
むこと方針で ooEditor に必要な機能を検討した．

*11 とりわけ，指導教官である中野秀男教授，和田和子さんと
孫 初美さん
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表 3 がその検討結果てある．

項目 細目 特記

文字入力

ファイル操作

Load

Save

文字揃え

右揃え

中央揃え

右揃え

フォント操作

フォントの指定

フォントのポイ

ント指定

(選択範囲の)

文字色変更

Undo機能

検索機能 検索された

対象が反転す

る．

置換機能

行番号表示機

能

ツール・バー ツールバーに

は，少くともフ

ァイルの save

についてアイ

コンが存在す

ること

印刷機能

表 3 ooEditor における，最小の機能表

7.4 ooEditor 仕組の概観
ここでは，ooEditor の仕組の基本概略を説明す

る．
ooEditor は，Text Editor のように GUI 環境下

で， 非同期で命令を受けつけながら処理を進めて
いける仕組が必要である．Model,View,Controller
の 3つの独立した処理から，GUIを構成するMVC
model[49] を意識しつつ，無限実行可能な Undo
を実装するために，GUI からの指令は，いったん
queue に入れて queue の read pointer と write
pointerを管理する．(図 7)
通常の場合は，queue に入っている GUIからの

イベント (ex. 文字が入力された．文字のフォント
を変更した．など) を， write pointer が管理をし
て queueの中に入れていく．

View に関連する処理を行う部分では，Read
pointer からイベント・データを読み出し，write
pointer と 等しくなるまで Event の Dequeue 処理
を行ない画面の表示の更新を行う．
実際に，undo の操作が行われた時には，queue
の最後に入っている GUI からのイベント (命令)
を，無効にしてゆく．Read pointer，write pointer
も queue の中に前後する．この方法であれば redo
も，write pointer の位置を変えていくだけで可能
になる．

図 7 ooEditor undo queue image

この queue が大きくなって，メモリを圧迫する
ようになるとすると，file への save 時に，queue を
初期化する方法がある．
イベントを queue から取り出して Event の分岐
で処理を行なう．メニューの選択や選択範囲の文字
種変更などは，イベントに変換される．queue を通
してMVCのMつまり，Model の部分でこれらの
イベントを処理してゆく．(図 8)

図 8 ooEditor Event Structure

7.5 ooEditor のプラグイン機能
利用者が必要とする機能を組み込み，必要なリ
ソースだけを消費するプラグインという仕組を提案
する．

OpenOffice.org の最小セットとして 前節まで
に ooEditor を提案した．このプラグイン機能は，

10



ooEditor で最小限の機能を提供して，次のステッ
プとして ooEditor に 「機能拡張」を行う仕組とし
て位置付ける．

図 9 ooEditorプラグイン処理追加

このプラグインによる機能拡張の仕組みは、図
9のようになる．
このプラグインの基本的なアイディアは，Dis-

patch されてきた Event の分岐先を増やすことで
ある．そのために，プラグインでは ooEditor のメ
ニューに登録を追加するなどの Event 発生フック
を追加する．
つぎに，プラグインとして機能を拡張するため

に，依存関係とバージョニングの導入を提案する．
ooEditor がプラグインを組込む時に，正しく動作
することを保証する手段である．ある機能が存在す
ることを保証したり，プラグイン間の調停を行うも
のである．
プラグイン間の依存関係については，Debian

GNU/Linux のパッケージ管理の部分を参考
[60][61] にして下記の表 4の内容で提案する．

依存関係名 意味

依存 (Depend) このプラグインが動作するのに，

必要な ooEditor のバージョンと，

他のプラグインの情報を記述する．

衝突 (Conflict) プラグイン同士が排他的な関係で

あるときに設定する．

置換 (Replace) 既存のプラグインを置き換える状

態

表 4 ooEditor およびプラグイン間での

依存関係記述の提案

この依存関係の維持に関しては，ooEditorとプラ
グインおよびプラグイン間で連携する必要がある．

7.6 ooEditor プロトタイプ作成

7.6.1 開発環境
ooEditor のプロトタイプは幅広い人から意見を

集めることを可能にするために，さまざまなプラッ
トホームで稼働させることを考える．また，プラグ
イン形式で，機能を拡張可能にするために，動的結

合が利用可能な言語が望ましい．
OpenOffice.org のデータは，Zip 形式で圧縮さ
れた XML 形式のファイルである．このため XML
形式のファイルをとりあつかうライブラリーが存在
する事が望ましい．また，XML の中身は UTF-8
であり必要に応じて表示ロケールの文字コードを変
換可能である事が望ましい．

GUIに関しては，可能な限り Plathome indepen-
dentが望ましい．これを考慮し，Unix (Linux,Mac
OS X)やWindowsで利用可能なWindow Toolkit
として Tcl/TK の Tk を利用する．
ユーザインターフェースのメッセージを国際化す
るために，指定される Locale に応じてメッセージ
の表示が可能な gettext の枠組を利用する．
上記の要件を満して，プログラミングを行なうた
めに下記の枠組を利用する．

項目 細目 特記

プログラミン

グ言語

Ruby[50]

GUI Toolkit TK —

Ruby/TK[52,

pp. 279–397][55]

XML ライブ

ラリー

rexml[56][57] Ruby 1.8 に

附属

ユーザイン

ターフェース

(UI) の国際

化

gettext — Ruby

Gettext[58]

UTF-8 を含

む漢字コード

変換

ruby iconv[59] Ruby 附属の

nkf ラ イ ブ

ラリーでは，

UTF-8 を変

換できない

ので，追加の

変換ライブラ

リーを導入す

る．

表 5 ooEditor 作成で利用するツール・ライブラリー

分散開発環境として，CVSを使っている．図 10
では，開発中の ooEditor の GUI 部についてのイ
メージ図である．
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図 10 ooEditor

7.6.2 プロトタイプ作成の概要
生産性の高いスクリプト言語を利用し，GUI の

部分は高レベルの Window Widget を利用し作業
効率を高める．また高レベル Widget を利用する
ため，テキストの入力 ( XIM を使って日本語も
入力可能) やスクロールも容易に実装可能となる．
OpenOffice.org の Native Format の sxw 形式は
Zip 形式で圧縮された XML 形式のファイルであ
る．また，OpenOffice.org で利用されている XML
形式のファイルは， UTF-8 エンコードである．こ
のため，テキストデータを読み取る部分は，REXML
ライブラリを使って，テキストデータを取り出しコ
ンピュータのシステムエンコード (著者の環境では
EUC-JP) に変換することとする．さらに，GUI の
メニュー部分などのメッセージカタログの部分に関
しては，gettext ライブラリーを用いて日本語を表
示させることで実現できる．

2005 年 1 月 30 日現在，プロトタイプは完成し
ていない．生産性の高いスクリブト言語を利用し，
REXML ライブラリ以外は調査を完了しているの
で，作業する時間を確保すれば完成する予定である．
個々の進捗としては，GUIの部分は，高レベルの

Window Widget を 利用しており，テキストの入
力 ( XIM を使って日本語も入力可能) やスクロー
ルは可能である．sxw 形式を読み取って内部のデー
タを読み取って，システムエンコードへ変換してい
る，変換したデータは REXML ライブラリを用い
て個々の XML 要素を操作を行えるようになって
いる．また gettext ライブラリでロケールに応じて
メッセージカタログを切り替えることも可能であ
る．EUC-JP 環境で日本語の表示もできている．

8 結び
本論文では，OpenOffice.org の開発を行うにあ

たり，既存のコマンドラインの開発環境と，オー
プンソースの統合開発環境として脚光を浴びてい
る Eclipse を比較した．次に OpenOffice.org の開
発に Eclipse を利用する提案を行い，Eclipse から，
OpenOffice.org をビルドする方法について述べた．
更に，ooEditorとして OpenOffice.orgのWriter

の部分について最小限機能セットを検討して提示し
た．ooEditor が持つ意義は，利用者が要求する機
能とプログラムが要求するコンピュータリソースと
の間で最適な地点を設定できることである．

ooEditor は，基本部分からプラグインによって

拡張可能である．このため初等教育の場面におい
て，児童が基本的な操作から，児童の要求に応じ
てステップアップすることができる．児童の中に
は，ooEditor に触れて，内部を理解したいと望め
ば，ooEditor は，オープンソースソフトウェアで
あるので内部を見ることができ，ooEditor で学ん
だ児童から，オープンソースにて既存の優れたソフ
トウェアに触れて，多くの優れたソフトウェア技術
者が生れる可能性がある．
本論文における問題意識は，オープンソースソフ
トウェア開発者の数を増して，オープンソースソフ
トウェアのすそ野を広げ，頂上を押し上げることで
ある．本論文を書き上げたことにより，その一助が
できたと考えている．
本論文での成果は，著者がオープンソースコミュ
ニティへ提案する．このような活動もオープンソー
スソフトウェアに対する貢献になっていると考えて
いる．
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